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第２回道路メンテナンス会議 
～本格的なメンテナンスサイクル始動～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ご意見は 

こちらまで 

平成２６年９月９日（火）、青森市内の「アピ

オあおもり」において、県内の各道路管理者

の担当者、約６０名の出席のもと、「第２回青

森県道路メンテナンス会議」を開催しました。 

「青森県道路メンテナンス会議」は、県内の

各道路管理者が連携し、道路インフラの長寿

命化の推進、維持管理に関する情報共有・連

携、技術力の向上等を目的に、平成２６年５

月２３日に発足したものです。 

 

 

  
▲会議の様子 

「青森県道路メンテナンス会議」では、これまで、道路インフラの老朽化対策についての

広報活動、市町村職員を対象にした橋梁点検の現地研修会の開催などの取り組みを行っ

ています。今後も、青森県内の道路管理者が連携し、技術力の向上、情報共有を図り、適

切な道路の維持管理に努めいくこととしています。 

なお、９月１８日、八戸市内で橋梁点検の現地研修会を予定しています。 

青森河川国道事務所ＨＰ http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/index.html 

進行する道路インフラの老朽化への対応として、道路

の維持修繕に関する国土交通省令、告示が平成２６年

３月３１日公布、７月１日から施行されました。各道路管

理者は、橋梁、トンネル等について、国が定める統一的

な基準により、５年に１回の頻度で、近接目視により点

検を行うこと、点検、診断の結果等について、記録・保

存すること、統一的な尺度で健全性の診断結果を分類

することなど具体的な基準が規定されました。 
 

▲橋梁点検の一例 
これにより、各道路管理者は、点検→診断→措置→記録というメンテナンスサイクルを確

立し、道路インフラの老朽化対策に取り組んでいくこととなりました。今回の会議は、メンテ

ナンスサイクルの始動に当たり開催したもので、定期点検要領についての解説、これまで

の取り組みや地方自治体への支援制度などについて説明しました。 
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